
【概要版】大阪市子育てサポートアプリ構築基本方針

• 0～2歳児の子育ては、特に保護者の負担が大きく、家庭により子育ての形は様々であるが、他の年齢と比べ
て、比較的支援が手薄になっている。

• 0～2歳児の子育て家庭の半数以上は在宅等子育てを行っており、その中には、孤立した育児の実態も見られ、
育児疲れやストレスを抱えている方も多くいる。

１．検討の背景・目的

• どのような家庭状況であっても、等しく子育てできる環境の整備を推進していくために、すべての子育て家
庭が利用可能な「大阪市子育てサポートアプリ」を構築するための基本方針を策定する。

• また、在宅等子育て家庭が、精神的、身体的な負担軽減するための在宅等育児への支援メニューを利用する
際に活用できる電子クーポンの配付についても検討・準備を行う。
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令和７年１月 大阪市こども青少年局子育て支援部管理課

５．子育てサポートアプリの概要

本アプリは、子育て家庭が求める情報・機能を幅広く提供し、他システムや施設事業者とシームレスに連携する。

２．子育て支援の課題分析と対策

情報が分散しているため、どこで何を探せば良いかわからず、
利用の手続きができないといったアクセス性に問題がある。

③ サービスの利用料が高い

② 自身がサービスの対象かどうかわからない

子育て支援サービスの認知度が低く、さらにサービスの対象
条件が複雑で、自分たちが該当するかどうかわからない。

子育てには教育費、医療費、食費など、さまざまな出費が重なり
子育てサービスの利用料を負担に感じてしまう。

① サービスの利用方法がわからない
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ア
プ
リ
の
ニ
ー
ズ

こどもの健診情報や予防接種のタイミングについて、スケ
ジュール管理したい。

② 子育てに関する情報発信

自治体からのお知らせ、イベント情報や地域・年齢ごとの情
報など自分の状況に合致した子育て情報を入手したい。

電子クーポン

施設予約

サービス案内・お知らせ

母子健康手帳機能

オンライン申請

➃ サービスの利用意向がない

保護者自身が育児をしている、こどもがまだ小さい等の理由で必
要性を感じていない。

地図・施設検索

Q&A・問合せ

３．アプリ構築基本方針

６．実施スケジュール

４．アプリの利用イメージ

令和６年度 基本方針策定、調達仕様書の作成、アプリ開発・運用保守事業者の入札準備
令和７年度 総合評価一般競争入札によるアプリ開発・運用保守事業者の選定、アプリ開発

令和７年冬頃 電子クーポンの配付を含めた保育無償化の実施は、令和８年度予算編成過程で検討予定
令和８年春頃～ アプリ先行運用開始（母子健康手帳機能、施設検索、情報発信など）

令和８年秋頃～ アプリ本格運用開始（予定） ※保育無償化実施の検討次第

（出典：０～２歳児保育無償化について～実現に向けたロードマップ）

※クーポンの配付は、令和８年度予算編成過程で検討予定

※クーポンの配付は、令和８年度予算編成過程で検討予定

PMH（Public Medical Hub）国の情報連携基盤
API（Application Programming Interface）Webサービス間をつなぐ仕組み
CRM（Customer Relationship Management）顧客関係管理のこと
SSO（Single Sign On）1度の認証で複数システムの利用が可能な仕組み
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